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鰍 岳姦倖学都市をう
つすメディア

中世から近世における風俗絵画のメディア性に着日し、そこに描かれ
なくなつたものの持つ意味や享受者の視点、都の社会における聖と俗
の姿、風俗絵画に表された芝居空間や行事のかたちが年代とともにど
のように姿を変えたのか、「風俗画」が近代に至りいかなる解釈を得て
「風俗画」となり得たのか、など様々な視点からアプローチする。
レA5判・368頁 /定価 6,825円        ISBN978-4-7842-1469-3

轟 誌 墾 葬
丈 化 と 堺

   佛教大学研究叢書 14
従来より盛んである元禄期を中心とした近世上方歌舞伎研究から、少
し時代を移した元禄期以降の展開、特に上方歌舞伎が特質を大きく転
換した化政期から幕末期の実態を究明する。さらに上方歌舞伎の地域
的展開や興行史的検討という観点についても考察するが、こうした課
題に取り組むうえで重要な興行地として、堺を取り上げる。

レA5判・322頁 /定価6,615円        ISBN978-牛 7842-1608-6
※花洛(みやこ)の モード きものの時代
京都国立博物館編
装いの美・華と粋の世界一桃山から江戸時代を通じて服飾の中心とな
つた「きもの」に焦点をあて、小袖・打掛・胴服・羽織・具足下着・
振袖・帷子などから丼・智・髪形、さらには肖像画・洛中洛外図・屏
風などに描かれたモードも含めて全225点 (オールカラー)を収録。「今
様御ひいなかた」(翻刻)と「御用雛形帳」の調査一覧表も併載。
レA4判・550頁 /定価 26,250円          ISBN牛 7842-1072-5

総操甚罪未と沌本流のえ開
近世初期、寛永文化の一翼を担った松花堂昭乗の書は近世の書文化を
席巻する。昭乗と瀧本流の書について造型的な面のみならず、昭乗の
著述した文芸作品、瀧本流の法帖など、文献資料や版本に対する細や
かな検討を行うことにより、近世の書道史、出版史、文化史など広範
な研究分野に新しい知見を提供する。
レA5判 。356頁 /定価 9,030円        ISBN978-牛 7842-1559-1

※
京 都 蕎 瀬 ,lI角 容了以・煮応のit左
石田孝喜著
江戸時代初期に角倉了以・素庵父子によつて開削され、京都の中心部
と伏見港を結んだ10.5キ ロメー トルの運河、高瀬)II。 伏見からは淀)II
を通じて大坂に通じ、さらに西国航路と結ぶ大動脈であつた高瀬川の
歴史をたどり、舟入や橋の変遷など、多方面から歴史と文化のすがた
を描く。図版多数。
レA5判・250頁 /定価 2,310円          ISBN牛 7842-1253-1

※近代京都研究
丸山宏・伊徒勉・高木博志編
歴史都市・京都は、近代に大きく変わったまちであった一言。京都と
いう都市をどのように相対化できるのか、普遍性と特殊性を射程に入
れながら、近代史を中心に分野を超えた研究者たちが多数参加し切磋
琢磨した京都大学人文科学研究所・共同研究「近代京都研究」の成果
である。
>A5判・628頁 /定価 9,450円        ISBN978-4-7842-1413-6

基 健 警 多
若 の ネ ッ トワ ー

犠 め 湯を麦 した完 縮 眈 ち
本書は、近代実業家 (高橋義雄、根津嘉―郎、小林一三など)と茶の湯
に関わる単なるエピツー ドの紹介ではなく、従来顧みられなかった茶
会記録である『茶会記』のデータ分析を通して政界・官界・実業界を
横断するネットワークを描出するものである。
レA5判・322頁 /定価 41200円        ISBN978-牛 7842-1603-1

き懇離凛要

こお け る卦 の 嵯 し 日構 瑚 成卿

毛筆で書かれた肉筆の文字資料が、近代に「書」として位置付けられて
いく過程を、書道史に関する出版や宝物調査、展覧会の列品、文化財
関連の法令から探り、近代における書道史形成の軌跡をたどる。近代
数寄者が私的に書跡を鑑賞する場について考察し、彼らを取り巻く文
化環境を総合的に理解し、書跡への限差し影響の大きさを論じる。
レA5判 。304頁 /定価 5,040円        ISBN978-4-7842-1595-9

風谷俗働の大化学Ⅱ 虚実をうつす機知
松本郁代・出光佐千子・彬子支王編
美術史・歴史学 。文学・文化人類学等を専門とする研究者が、それぞ
れの専門性を生かした風俗絵画分析を進め、粘り強く議論を繰り返し
て生まれた学際的文化研究。絵画の制作に関わつた人々の複雑に絡み
合う視線の交錯を文化的に考察し、そこにあらわれた「機知」―虚実を
往来する機微や感性の「かたち」―を明らかにしていく15篇。
>A5判・450頁 /定価 7.350円        ISBN978-牛 7842-1615-4

[公10完|]
会編

近世の俳諧に始まり和歌・連歌に及び、遂に中世能楽の源流を究め能
楽論の系譜を解析、名著『能楽源流考』を著した博士の全貌を窺う、
能勢学の集大成。【構成】第 1巻 国文学研究/第 2巻 中世文学研究
/第 3巻 近世和歌研究/第 4～ 6巻 能楽研究 (一～三)/第 7巻
連歌研究/第 8巻 連歌俳諧研究/第 9・ 10巻 つ卜諧研究 (―・三)
レA5判・平均450頁 /揃定価 60,795円

※上世京焼の研究
岡佳子著
桃山時代から江戸時代末まで京都で焼かれた焼き物の窯業的な変遷
を、文献史料と出土資料によつて明らかにし、そこに野々村仁清・尾
形乾山・奥田穎川・仁阿弥道人など京焼の名工たちの生涯と作品を位
置づけ、近世京都の特質を明確にした。陶業の技術の系譜や産業的な
展開、受容層のあり方などの視点から京焼の通史を見直した一書。
レA5判・434頁 /定価 6,615円        ISBN978-4-7842-1558-4

※几世物研究
朝倉無豊著
明治以降、芸術になれずに演劇史から転落していった見世物をあまた
の文献の中から拾い上げ、歴史的視野と分類の体系を与えた画期的な
業績。香具師と芸能との関わり方における芸能の社会性、庶民の娯楽
性、盛り場や辻や寺社の境内や河原が果たしてきた意義、見世物小屋
自体が持つ「遊び小屋」の幻想性など照射した昭和 3年版の復刻。
レA5判・408頁 /定価 7,140円          ISBN4-7842-0684-1

京都 伝範工芸の上代
並木誠土・清水愛子・青木美保子・山田由希代編
京都における美術・工芸がどのような変容をとげたのか。大きく「海
外との交流」「伝統と革新」「工芸と絵画」「伝統工芸の場」の視点か
ら、様々なトピックスや人物にまつわるエピノードを取り上げ概観す
る。口絵・関連地図や、各節には一日で年代を確認できる年表や関連
図版を付し、視覚的にわかりやすく解説。
レA5判 '300頁/定価2,625円        ISBN978-4-7842-1641-3

みやこのit代
丸山宏・伊徒勉・高木博志編
平安や桃山時代がしばしば話題になる歴史都市・京都は、実は近現代
に大きく変わったまちであった一―「近代の歴史都市としての京都」
についての基本的な諾問題を多角的に論じ、さまざまな分野の具体的
な主題をもとに、近代現代の京都の根本問題を見通す視座を形成しよ
うとする試みの85篇。『京都新聞』の連載を再構成しまとめたもの。
レA5判・268頁/定価 2,730円        ISBN978-4-7842-1378-8

近代恭竜の歴史れ会学
田中秀隆著
「伝統文化とは近代に自己変革に成功した文化である」との近代茶道
史テーゼにもとづき、近代国家の文化的アイデンティティの生成構造
面から、茶道が日本の「伝統文化」として認知されるようになった過
程を考察する。
レA5判・454頁/定価 6,825円        ISBN978-牛 7842-1377-1

※鉄迪日本丈化史考
宇田正著
日本の近代化のなかで陸蒸気=鉄道がもたらしたものは、はかり知れ
ない。本書では「文化の鏡」としての鉄道をとりあげ、知識人の体験
や一般人の認識から民俗・観光 (巡礼)・ 教育との関わりを通して、鉄
道が日本人の内面的形成に果たした文化的役割を明らかにする。
レA5判・352頁/定価 5,775円        ISBN978-4-7842-1336-8

インタビュー・エッセイや新刊情報を掲載 した広報誌
・ fax・ Eメ ールでお申し込み下さい。※印の書

『鴨東通信』を年 4回無料でお送 りしています。
は外函・カバーに汚れ・傷みがございます


